
ここ最近、車がハマる事件ばかり取り上げておりますが、今回
はお客さんが牽引するキャンピングトレーラーのタイヤの片方
が道から脱輪して動けなくなってしまいました。
１トン以上ある車両。人力でどうにかなるレベルではなく、レ
ッカー業車も対応不可。
困り果てた挙句、私自身も何度かの脱輪を助けていただいた、
我らが小岐須町の皆さんに助けを求めました。

“ゆざらい”に参加しました

こんにちは、伊藤です。
最近雨の日も増えて、一気に蚊が湧き始めましたね。
蚊や蝿が嫌いな私は一回耳元にこられると、叩くまで
気が済まない性分です。食べ物や血はあげるから、せ
めてうるさくしないでくれって思いませんか？笑
逆にうるさくしなかったら、彼らも敵視されることも
少なく、寿命も伸びると思うんですが・・・

事件：お客さんが落ちました

今年も田植え時期前恒例の“ゆざらい”が行われ
ました。御幣川から取水し、各農地に行き渡る水
路を整備する、古来からの伝統行事ともいえるこ
の活動。雨の多い小岐須では泥も水路に溜まりや
すく、その掻き出しは本当に大変な作業です。物
価高が続く不安定な社会情勢において、地域での
農業“食料を自分たちで作れる”ということは本
当に大きな安心感です。
こうした古来からの行事が、町の暮らしを支えて
いるということを改めて実感いたしました。

連休中にも関わらず、町の皆さんが重機を動かし、資材を持って駆けつけていた
だき、トレーラーを持ち上げ、なんと無傷で救出していただきました。
神奈川県から来ていたお客さんも、お掛け様で良い思い出で帰っていただくこと
ができました。都市部ではありえない、困った時の連携力や問題解決能力は、こ
の町の宝です。ご対応いただいた町の皆さんには重ね重ね感謝いたします！
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鈴之峰の麓人

鵜飼さん鵜飼さん 伊藤伊藤

〜亀山まままま絶頂サウナ〜
三重県鈴鹿市小岐須町祓塚
小岐須渓谷キャンプ場手前

営業期間：4月〜11月
1部 10:00〜13:00
2部 13:30〜16:30
※各枠1組限定（4名までを推奨）

ご予約はLINEから

鈴鹿山麓で事業を営む方をご紹介するこのコーナー。
今回は私も大好きなスポット“小岐須渓谷”にて、絶景ロケーションでのサウナサービス
を提供している鵜飼真士さんを訪ねました。

亀山市で生まれ育ち、上京しプログラマーとして就職した鵜飼さん。
コロナにより仕事は在宅ワークとなり、人と関わることが一切なくなってしまったそうです。
「一日中家にいて、気がつけば、その日に話したのはコンビニで“レジ袋はいらないです”と発
した一言だけ。そんな日が続きました。」と語ります。
人間らしさを失った生活と、そんな環境でも活躍する周囲の同僚との才能の差に少しづつ心が荒
んでいく日々。プログラマーを続けていくのにも限界を感じ
「好きなことなら突き抜けられる。地元に戻って熱中できることを仕事にしよう。」
そう思い立ち独立を決意したそうです。
アウトドアブームが到来し、自身が大好きなサウナにビジネスチャンスを感じた鵜飼さん。
地元亀山市や鈴鹿市の渓流をとにかく車で走り回り、様々な候補地を探し、最終的にたどり着い
たのは小岐須渓谷。
最高のロケーションに一目惚れし、すぐさま地権者に連絡を取るも、答えはNO。
それでも諦めきれず１年間粘り、お願いし続けて開業のお許しをいただいたそうです。

す ず み ね ふもと び と

このサウナのこだわりは圧倒的なプライベート感。
１枠１組限定のこのサービスは、誰にも邪魔されるこ
となく雄大なロケーションを独り占めできること。
そして、鵜飼さん自らがお客さんにヒアリングし一人
一人の希望をできる限り叶えてあげるホスピタリティ
を大切に、最高に“整う時間”を提供しています。

私たちと志同じく、鈴鹿山脈の自然を活かしたアウトドア事業を始められた鵜飼さん。
ぜひ一緒にこのエリアの魅力を発信していきたいと思っています。


